製品安全データシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１－３）TJK
	《製造者情報》　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社　：　有限会社　巽　社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　：　〒370-1132

群馬県佐波郡玉村町角渕5190

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：　井野益美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：　0270-65-2339

　　　　　　　Fax番号：　0270-65-3317

作成：　平成13年６月25日改正

	《製品名（商品名）》　印刷用インキ用添加剤　TJK

	《物質の特定》　　
単一性品・混合物の区別：混合物

国連分類：クラス３（引火性液体）

国連番号：1263
化　　学　　名

含有量(%)

化　　　学　　　式

官報公示No.*

CAS No

合　成　樹　脂

70~80
－

－

－

酢　酸　エ　チ　ル
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*化審法

	《危険有害性の分類》
分類の名称：引火性液体、急性毒性物質

　　　　　　危　険　性：引火しやすい液体。

　　　　　　有　害　性：蒸気は眼、鼻、のどを刺激し、吸入すると麻酔作用が有る。

	《応急措置》

目に入った場合　　：直ちに多量の水で１５分間以上洗い流し、眼科医の手当てを受ける。

　　皮膚に付着した場合：直ちに汚染された衣服や靴等を脱がせ、付着部又は接触部を石鹸水で洗浄し、多量の水を用いて洗い流す。もし皮膚に炎症を生じた場合には、医師の手当てを受ける。

　　吸入した場合　　　：直ちに患者を毛布等に包んで安静にさせ、新鮮な空気の場所に移す。

呼吸が困難な場合又は呼吸が停止している場合には直ちに人工呼吸を行い、医師の手当てを受ける。

飲み込んだ場合　　：吐き出させると気管支に入ってかえって危険が増す。直ちに医師の手当てを受ける。

	《火災時の措置》

消火方法

　　周辺火災の場合　　：速やかに容器を安全な場所に移す。

移動不可能な場合には容器及び周囲に散水して冷却する。

　　着火した場合　　　：消化剤又は多量の霧状の水を用いて消化する。

　　　　　　　　　　　　消火作業の際には必ず保護具を着用し、風下で作業をしない。

　　　　　　　　　　　　火災時には、溶剤蒸気、ＨＤＩ蒸気等を発生し、又分解するとＮＯＸ等を生じる危険性があるので消火作業の際には必ず保護具を着用する。火災発生場所の周辺に関係者以外の立ち入りを禁止する。

　　消化剤　　　　　　：粉末、泡、二酸化炭素、水、乾燥砂、強化液

	《漏出時の措置》

　　　　　　　　　　　風下の人を退避させる。漏出した場所の周辺にはロープを張るなどして人の出入りを禁止する。付近の着火源となるものを速やかに取り除く。
作業の際には必ず保護具を着用し、風下で作業をしない。
屋内の場合には処理が終わるまで充分に換気を行う。
漏出した液は土砂等でその流れを止め、安全な場所に導き、密閉可能な空容器にできるだけ回収し、そのあとを多量の水を用いて洗い流す。
洗い流す場合には中性洗剤等の分散材を使用して洗い流す。この場合、濃厚な廃液が河川等に排出されないよう注意する。


（２－３）TJK
	《取扱い及び保管上の注意》
取扱い：取扱い場所は火気厳禁とし、作業場は換気を充分に行う。吸い込んだり、眼、皮膚及び衣類にふれないように、適切な保護具を着用する。

取扱いの都度、容器を密閉する。蒸気の発散を出来るだけ抑え、作業環境を許容濃度以下に保つように務める。取扱い後は手洗いとうがいを十分に行う。

静電気対策の為に装置、機器等の設置を確実に行い、作業衣、作業靴は導電性の物を用いる等の対策を行う。

電気機器類は防爆型の物、工具は火花防止型の物を用いる。

保　管：容器は密栓して、換気良好な冷暗所に貯蔵する。ボイラーなど熱源付近や可燃物の近くに置かない。酸化性物質、有機過酸化物等と同一の場所に置かない。

消防法の基準に基づき危険物倉庫に保管する。

	《暴露防止措置》

　酢酸エチルの管理濃度及び許容濃度
成分
シクロヘキサノン

管理濃度
400ppm

許容濃度　ＴＷＡ*

日本産業衛生学会

400ppm

(1,400mg/meq \o(\s\up 5(3　),\s\do 2(　)))

‘92

許容濃度　ＴＷＡ*

ＡＣＧＩＨ

400ppm

(1,440mg/meq \o(\s\up 5(3　),\s\do 2(　)))

‘92～’93

*ＴＷＡ：時間荷重平均値
設備対策：屋内作業時は発生源の密閉化、又は局所排気装置を設置する。
保護具　：有機ガス用防毒マスク、保護眼鏡、耐油性保護手袋、保護衣、保護長靴などを使用する。

	《物理／化学的性質》

外　観：淡黄色透明粘調液体

臭　気：溶剤臭

比　重：約1.1（20℃）

溶解度：水－不溶・有機溶剤－可溶

	《危険性情報》

製品の引火点：-4℃（密閉式）

　　　　安定性・反応性：酢酸エチルの危険性情報

　　　　　　　　　　　　　　　　
経時変化有り。水と反応して二酸化炭素発生。
成分
酢酸エチル

引火点
-3℃

発火性
426℃

爆発範囲

(空気中)

上限

11.5％

下限

2％


	アルコール、アミン、カルボン酸と反応する

	《有害性情報》
酢酸エチルの有害性情報

刺 激 性：400ppmの短時間暴露で、目、鼻、のどに刺激作用がある *1

　　　　　　　急性毒性：経口ラット ＬＤ50　5,620mg/kg *1*2 吸入ラット ＬＣ50 　1,600ppm/8H *2

　　　　　　　　　　　　経口マウス ＬＤ50　1,400mg/kg *2   吸入マウス ＬＣＬ0  31g/㎥/2H *2

　　　　　　　　　　　　麻酔作用があり、はなはだしい場合には、急性肺水腫を起こすことがある。

*1その他参考資料の④ *2その他参考資料の⑤

	《環境影響情報》

分解性：酢酸エチルは水があれば、徐々に加水分解する。

魚毒性：酢酸エチル　　TLm 48　コイ　　　　400ppm～ *7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TLm  3　ミジンコ　　400ppm～ *7

　　　　　　　　蓄毒性：オクタノール／水分配係数

　　　　　　　　　　　　酢酸エチル　　Log Pow=0.73 *10

　　　　　　　　　　　　
*7その他参考資料の⑦ *10その他参考資料の⑩


（３－３）TJK
	《廃棄上の注意》

ドラム缶などに入れ、横転しても内容物が外部へ流出しないように密栓する。

焼却する場合は、産業廃棄物処理基準に従って焼却する。

外部委託の場合は、廃油(引火性)であることを明記し、都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者に委託する。

	《輸送上の注意》

内装容器に漏れがない事を確認し、段ボール等の外装容器に収納し梱包する。

この組合せ容器を輸送に使用する。組合せ容器は消防法の危険等級Ⅱの落下試験に適応しなくてはならない。

容器に漏れのない事を確かめ、転倒、落下、破損がないように積み込み、荷くずれの防止を確実に行う。

容器を積み重ねる場合には高さ3m以下とする。

第一類、第六類の危険物及び高圧ガス（一部を除く）とは混載出来ない。

指定数量以上の製品を車両で運搬する場合は、当該車両に自治省令で定められた標識を掲げ、適正な消火器を備える。

	《適用法令》

労働安全基準法：有機溶剤中毒予防規則　　第二種有機溶剤

消　　防　　法：危険物第四類第一石油類（非水溶性液体）危険等級Ⅱ

危険物船舶運送

及び貯蔵規則：引火性液体類　中引火点引火性液体

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

	【その他】　　　

参考資料

　　　　　　　　　①：製品安全データシートの作成指針　社団法人　日本化学工業協会発行

　　　　　　　　　②：危険物ガイド　　　　　　　　　　危険物保安技術協会(1993)

　　　　　　　　　③：化学物質の危険・有害便覧　　　　中央労災害防止協会編

　　　　　　　　　④：産業中毒便覧　増補版　後藤稠他　医師薬出版

　　　　　　　　　⑤：Registry of Toxic Effects of Chemical Substance , NIOSH(1985-86)

　　　　　　　　　⑥：化審法の既存化学物質安全性点検データ集（JETOC,1992）

　　　　　　　　　⑦：生態化学　Vol.4 No.3 45-47(1981) 西内康弘

　　　　　　　　　⑧：Water Reserch Vol.13 No.7 623(1979)  : A.L.Bridie et al

　　　　　　　　　⑨：生態化学　Vol.7 No.3 48-61(1982) 田上昭

　　　　　　　　　⑩：Environmental Toxicology and Chemistry Vol.3 No.2 191-199(1984) :　S.C.Basak et al

　　　　　　　　　⑪：毒劇物基準関係通知集、改訂増補版、厚生省薬務局安全課監修　　薬務広報社(1991)

　　　　　　　　　⑫：原材料のＭＳＤＳ　　　　　　　　各原料メーカー

　　　 記載内容の問い合わせ先：電話　0270-65-2339　　井野益美

	この「製品安全データシート」は安全保証書ではありません。本製品を取り扱う場合はこの「製品安全データシート」を参考として、使用者の責任において実態に応じた適切な処置を講じて下さい。また「製品安全データシート」の内容は、法令の改定及び新しい知見に基づき改訂される事があります。
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